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中央アジア天山ウルムチNo.1氷河の浅層アイスコアの化学成分と鉱物粒子
Chemical solutes and mineral particles in a shallow ice core from Tienshan Urumqi No.1
Glacier
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中央アジアの氷河で掘削されるアイスコアには，乾燥域特有の砂塵の供給によって数多くのダスト層が含まれ
ている．ダスト層は年層決定に使われることも多いが，それぞれのダスト層の化学的，鉱物学的特徴について
の詳細な分析はほとんど行われていない．本研究では，中国天山山脈のウルムチNo.1氷河で2006年に掘削され
た深さ8mの浅層アイスコアを用いて，化学成分と鉱物粒子に注目した分析を行った．顕微鏡分析の結果，この
アイスコアにはおよそ１０層のダスト層が含まれていることがわかった．化学成分との比較の結果，ダスト由
来成分であるCaやMgイオンの濃度は，ダスト層の粒子濃度とは必ずしも一致しなかった．またダスト層に
よってCa/Mg比が高い層と低い層があることが明らかになった．このことは，毎年形成されるダスト層でも鉱物
粒子の構成が異なることを示唆している．これはダストの供給源が年によって異なるためと考えられる．
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